
 

愛川ふれあいの村１０月の風景 

平成２６年１０月 自然のたより 

 

 

 

   

 熟れてこぼれそうなマユミの実 逆さでこちらを見るﾊﾗﾋﾞﾛｶﾏｷﾘ ｷﾊﾞﾅｺｽﾓｽとﾊﾗｱｶﾊｷﾘﾔﾄﾞﾘ 

    

カネタタキ ひし形をしたヒシバッタ マダラスズ 地面と同化するクサキリ 

    

黄葉したサクラの葉 ガガンボの仲間 開花したホトトギス ﾎﾊﾞﾘﾝｸﾞするﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ 

    

ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ雌(下)と雄(上) 鳥に食べられた果実 モノサシトンボの仲間 サンショウの実 

 昨年より１０日ほど早く、イチョウの葉が黄色く色づき始め、来村者を楽しませてくれています。 

秋晴れの青い空に木の葉の緑や赤、黄色と、さまざまな色のコントラストがとてもきれいです。 

日暮れが早くなり、朝晩の冷え込みもだんだんと厳しくなり、木々の紅葉が日に日に進んでいます。 
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★森林を守るために★ 

村のクラフトに焼き板や木彫り箸があります。この２種類のクラフトは

間伐されたスギの木を使っています。『間伐』とは、木々が密集している

山や森の木を、間引きすること。間伐をすると、森林が水を浸透する量が

多くなり、洪水を防いだりする「土地を守る能力」や植物が茂り動物が棲

むことで「生態系を守る能力」などが上がります。 

間伐をし、その材を使うことで、森林を育て守ることやその森林に棲ん

でいる動物たちを守ることにもつながります。 

私たちの生活は食べ物や建造物、燃料など、木からたくさんの恩恵を受

けて成り立っています。一人一人が木への感謝の心を持ち、生活をしてい

くことが私たちにできる森林保護の第一歩なのではないでしょうか。 

  

▲スギの木と葉 ▲スギの間伐材で作ったクラフト 

 

「山椒は小粒でもぴりりと辛い」ということわざ

があります。体は小さくとも優れた才能や力量があ

り侮れないというたとえ。確かに、小さな実を口に

含むとぴりりとした刺激が口に広がります。 

香辛料として知られているサンショウの実は熟

す過程により特性が異なります。その特性によって

使い方も変わります。春の花は料理の彩り、夏の実

は佃煮、秋に弾けた種子は粉にして用いられます。

多種多様なサンショウの活かし方は自然と共に生

活する事で生まれた人間の知恵。特性を知り、必要

な量だけを使う。それは必要以上にモノが溢れてし

まいがちな現代において大切な事かもしれません。 

愛川ふれあいの村 

で、検索★ 

 

★小さくてもぴりりと辛いサンショウ★ 

日本では古くから親しまれている香辛料です 


